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一般社団法人ならはみらい 

  楢葉町のまちづくり会社である一般社団法人ならはみらい（代表理事：渡邉 清）は、5月26日（金）～

31日（水）の6日間、 東京都新宿区の「オリンパスプラザ東京内 クリエイティブウォール」にて「学生が撮

影した楢葉町の魅力」写真展を開催しました。 

 

 法政大学、神戸大学、東京都立農業高校（東京都府中市）の33名が、震災による被災から復興の過

程にある地域の見学や町民宅への民泊（ホームステイ）を経験し、それぞれが感じた「現在の楢葉町」を

カメラで撮影しました。写真展では、それぞれが最も良い写真を1点選び、タイトルやコメントと共に展示

しました。 

 

 また今後は、多くの学生が楢葉町の復興に協力している活動を町民の方々に知ってもらうため、写真

展を楢葉町内の天神岬スポーツ公園のしおかぜ荘などで開催する予定です。 

2017年5月26日～31日開催し、盛況にて終了 
実施主体：一般社団法人 ならはみらい／協力：オリンパス株式会社 

福島県楢葉町の「魅力」を写真で伝えたい！ 

学生ら東京で写真展開催 

1日目（4月15日）、花畑での撮影会風景 

【本リリースに関する報道関係者様のお問合わせ先】 

（一社）ならはみらい 担当：山本・牧ノ原 

TEL：0240-23-6771  

写真展の様子 



【本リリースに関する報道関係者様のお問合わせ先】 

（一社）ならはみらい 担当：山本・牧ノ原 

TEL：0240-23-6771  

学生が撮影した写真展示の一例 

タイトル 

ようこそ、楢葉へ 

撮影者 

清水 円 

コメント 

楢葉町の皆さんは、いつも私達を温かく迎え入れ
てくれます。民泊先のお家の庭先に咲いている枝
垂れ桜もまた、私を歓迎してくれているかのよう
に堂々と咲き誇っていました。楢葉の温かさと豊
かな自然に囲まれて過ごした2日間は、今年の春
の1番の思い出です。 

タイトル 

楢葉の未来 

撮影者 

岩城 優大 

コメント 

住民の帰還率が2割の楢葉町に小、中学校が再
開しました。天神岬の公園には、遊具で元気に遊
ぶ子供たちの姿がありました。復興が進む町に子
供たちも戻ってきたことを表現しました。 

参考資料 

タイトル 

復興への春 

撮影者 

大谷 菜緒 

コメント 

満開の桜と菜の花でキラキラ輝く楢葉町。その中
を走るトラックには、楢葉町が復興に向けて進ん
でいってほしいというおもいを込めて撮影しました。 
 

■写真展についての感想 

【参加した学生】 

 ○清水 円（シミズ マドカ） 20歳 法政大学3年生 

   たくさんの人に見てもらいたいです。 写真展や私たちの活動を通じて、震災があったけど元気な楢葉町 

   を知ってもらえたらと思っています。 

 ○大谷 菜緒（オオタニ ナオ） 20歳 法政大学3年生 

    私たちが撮った写真が色々あるのは、楢葉町の良いところ、魅力が色々たくさんあるからだと思います。 

    写真でそれを伝えたいと思います。 

 

【来場者】 

 ○会社員 53歳 

   どうしても被災地のイメージは、津波に襲われた直後のままで止まっていると思います。 

   学生が撮った写真を通じて復興に進んでいる美しい今の状況がわかりました。 

 ○無職  68歳 

   明るい町の雰囲気が伝わる写真展でした。私も被災地に行って色々な写真を撮ってみたいと思いました。 

   福島の情報は原発の話が多いと思いますが、このような身近な情報は大切ですね。 

 


